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市
は
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
外
部
か
ら
の
意
見
も
取

り
入
れ
る
た
め
、「
高
梁
市
行
財
政
推
進
委
員
会
」（
以
下
「
推
進
委
員

会
」）を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
推
進
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者
、
各
種
団
体
の
代
表
、
市
民
の
代
表

か
ら
な
る
委
員　

人
で
構
成
し
て
お
り
、
３
月　

日
に
第
１
回
目
の
推
進

１５

２７

委
員
会
を
開
催
し
、今
後
も
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
行
財
政
推
進
委
員
会

の
提
言

その 13

　

第
１
回
の
推
進
委
員
会
で
は
、
委

員
長
に
高
梁
商
工
会
議
所
会
頭
の
仲

田
泰
彦
さ
ん
を
選
出
し
、
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
市
か
ら
報
告
し
た

後
、
各
委
員
か
ら
活
発
な
意
見
・
提

言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
表

①
の
と
お
り
で
す
。

　

市
が
平
成　

年
度
か
ら
取
り
組
ん

１８

で
い
る
行
財
政
改
革
は
、
今
年
度
で

３
年
目
を
迎
え
、
当
初
実
施
計
画
に

掲
げ
た
お
お
む
ね
の
項
目
に
つ
い

て
、
改
革
の
方
向
を
見
い
だ
し
て
い

ま
す
。

　

推
進
委
員
会
か
ら
の
貴
重
な
提
言

に
つ
い
て
は
、内
部
で
組
織
す
る
高

梁
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部（
５
月

　

日
会
議
開
催
）へ
報
告
を
行
い
ま

１４し
た
。

　

今
後
、
各
見
直
し
項
目
に
係
る
進

行
管
理
を
適
切
に
行
う
中
で
、
推
進

委
員
会
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
行

財
政
改
革
を
着
実
に
実
行
す
る
と
と

も
に
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応

し
た
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

行
財
政
改
革
推
進

本
部
事
務
局
（
企
画
課
内
�
�
０
２

０
８
）

推
進
委
員
会
か
ら
の
提
言

今
後
の
取
り
組
み

主な提言の内容
【市政運営方針の改革】

・削減ばかりでなく、市民の要望にも答えて
いく必要があるのでは

・公的医療機関としての責務をどう考え、ど
の程度果たせるか

【組織の改革】
・組織の見直しも積極的に行い、目標以上の
職員削減に努めてほしい

・職員が不安になるような削減は行わないで
ほしい

・勧奨退職だけでは限界があるので、事務事
業を本庁に集約し、地域局職員を削減する
ことが必要

・各部・課・係単位で業務全般についての見
直しをするとともに、担当者ごとに業務を
見直すべきでは

・通学区の見直しには保護者の意見の反映が
必要

・高校再編に係る新学校（成羽町）への通学
方法と宇治高校の跡地利用はどうなるか

・保育所と幼稚園の保育料の格差をどう考え
るか

・学校給食の民間委託が必要

【人の改革】
・勧奨退職の基準年齢を 55歳まで下げ、さら
に職員削減を行う必要がある

・職員の問題解決能力を養うことが必要
・臨時職員の賞与について、民間との格差を
どう考えるか

【財政構造の改革】
・ もっと収入を増やすことの検討が必要
・ゴミの有料化を考える必要がある
・施設使用料等の市民の公平性を
・受益者負担の適正化が必要

【事務事業の改革】
・成羽病院の運営は指定管理、独立行政法人
等民間活力の導入が必要

・既存の開業医との共同利用、連携の検討が
必要

表①
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農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
次
の

事
項
が
通
常
の
選
挙
と
は
異
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
選
挙
区
を
設
け
る
の
で
、
投
票
の

有
無
が
選
挙
区
ご
と
に
決
ま
る
。

�
期
日
前
投
票
所
は
選
挙
区
ご
と
に

設
け
る
。

�
投
票
日
当
日
の
投
票
所
が
、
通
常

の
選
挙
よ
り
少
な
い
。

  　

６
月　

日
�
〜
７
月
５
日
�　

30

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
８
時

30

※
旧
高
梁
市
は
元
高
梁
市
民
会
館
、

旧
４
町
は
各
地
域
局
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
期
日
前
投
票
所
で
す
。

　
　

 　

７
月
６
日
�　

　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

※
投
票
が
行
わ
れ
る
選
挙
区
に
は
入

場
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
投
票

所
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
各
投
票
区
の
投
票
所
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
�
�
０
２
５
５
）

○
注
意
事
項

○
期
日
前
投
票

○
投
票

農業委員会委員選挙
６月２９日告示・７月６日投票

施設の名称投票区の区域
投票
区名

選挙 
区名

元高梁市民会館

和田町、鍜冶町、下町、東町、鉄砲町、南町、旭町、中
原町、中間町、弓之町、横町、松原通、正宗町、栄町、
川端町、内山下、本町、新町、片原町、小高下町、御
前町、石火矢町、頼久寺町、中之町、伊賀町、奥万田
町、寺町、向町、荒神町、八幡町、甲賀町、柿木町、大
工町、間之町、浜町、上谷町、下谷町、原田北町、原
田南町、段町、津川町今津（内山下一）、松山、高倉
町大瀬八長、落合町近似（光ヶ丘、市場を除く）

高　梁

第１

津川総合会館津川町八川、津川町今津（内山下一を除く）津　川

玉川総合会館
玉川町玉（上神崎、下神崎、神崎本多アパート
を除く）、玉川町下切、玉川町増原

玉　川

落合小学校体育館
玉川町玉（上神崎、下神崎、神崎本多アパート）、
落合町阿部、落合町近似（光ヶ丘、市場）、落合
町原田、落合町福地

落　合

川面地域福祉センター川面町川　面

第２ 巨瀬地域福祉センター巨瀬町巨　瀬

方谷の里ふれあいセンター中井町津々、中井町西方中　井

宇治総合会館宇治町遠原、宇治町宇治、宇治町穴田、宇治町本郷宇　治

第３ 松原町コミュニティハウス松原町大津寄、松原町松岡、松原町春木、松原町神原松　原

高倉地域市民センター高倉町飯部、高倉町田井高　倉

有漢地域センター有漢町有漢（土居を除く）有　漢
第４

有漢農業構造改善センター有漢町有漢（土居）、有漢町上有漢上有漢

成羽総合福祉センター
成羽町下日名、成羽町上日名、成羽町下原、成羽
町星原、成羽町佐々木、成羽町成羽、成羽町羽山

成　羽

第５
布寄小学校講堂

成羽町羽根、成羽町小泉、成羽町相坂、成羽町
長地、成羽町布寄（田原、阿部山を除く）

中

田原集会所成羽町布寄（田原、阿部山）、成羽町中野（中野田原）田　原

ばんやんカントリーハウス
成羽町吹屋、成羽町中野（中野田原を除く）、成
羽町坂本

吹　屋

川上総合学習センター
川上町地頭、川上町七地、川上町三沢、川上町領
家、川上町臘数、川上町吉木、川上町下大竹（野呂）

手　荘

第６
大賀集会所

川上町仁賀、川上町上大竹、川上町下大竹（野
呂を除く）

大　賀

高山小学校川上町大原、川上町高山、川上町高山市高　山

備中地域局

備中町志藤用瀬、備中町布瀬、備中町長屋、備
中町布賀（黒鳥住宅、黒鳥、数之瀬、下長谷、
中長谷、上長谷、前谷、大地）、備中町平川（井
川、後谷、中迫、竹之倉、二又瀬、角子惣田）、
備中町東油野（田原下、田原中、田原上）

黒　鳥

第７

布賀ふれあい会館備中町布賀（向、郷、中、大原、東）布　賀

ひらかわいこいの家

備中町平川（上郷、中郷上組、中郷下組、下郷
日名、下郷隠地、下郷宮側、天王臼谷、大原田
間地、木之村、小迫通槙、金野、山添、堀井、
小戸森、阿部浦、小林、前北、後北、坪野乙原、
名木、平弟子、東安田、西安田、津々羅、越山）

平　川

コミュニティハウス湯野荘
備中町東油野（上原、金石郷、森迫、入野、笹
屋）、備中町西油野（北方、本郷、下谷、奥郷、
指田、芳谷佐原目、正信）

湯　野

コミュニティハウス西山荘備中町西油野（簾竹、高岩）、備中町西山西　山

高梁市農業委員会委員選挙における各投票区の投票所 


